
令和２年６月三田市議会定例会(第 356 回)一般質問発言通告一覧 

（第３日・6月 22 日 個人質問) 

２０番 平野 菅子 ＜一問一答＞ 

１ 三田市立幼稚園の認定こども園化について 

(1) 認定こども園設置の考え方について。 

(2) 再編のあり方、保護者・地域への説明と今後のスケジュールについて。 

(3) 市立幼稚園の預かり保育の拡充について。 

２ 働き方改革と在宅勤務のあり方について 

(1) 新型コロナウイルス感染症拡大防止策として出勤職員 7 割減を目指して 

(ｱ) どのような取り組みをされたのか。 

(ｲ) 個人情報等のセキュリティ対策について。 

(ｳ) 評価と課題について。 

(2) アフターコロナでの在宅勤務のあり方について 

(ｱ) 時差出勤、振替出勤や在宅勤務の推進、また Web 会議の今後の取り組みについて。 

(ｲ) 長時間労働の削減やワークライフバランス等の観点からも、在宅勤務の有用性につ 

いての見解を伺う。 

３ 新型コロナウイルス感染症による財政の影響について 

(1) 国からの第一次補正予算による交付金や第二次補正予算である地方創生臨時交付金と 

財政調整基金取り崩しのバランスについて。 

(2) 新型コロナウイルス感染症関係で今後の with コロナ対策経費について。 

(3) 経済活動の停滞や個人生活の自粛等で財政に及ぼす影響について。 

(4) 中長期財政収支見通しに与える影響について。 

１６番 美藤 和広 ＜一問一答＞ 

１ 新型コロナウイルス感染症対策から見える課題について 

(1) 見えない状況と疑心暗鬼の市民。 

(2) 受け入れる救急や医療の課題。 

(3) マスク着用と熱中症の注意点。 

(4) 高齢者や要介護者に寄り添えない実態。 

(5) 支援と配布の方法とタイミング。 

(6) 勤労者への影響と市の対応。 

２ ネットワーク社会への移行と課題について 

(1) ネットワークによりつながる社会のモラルと課題。 
(2) GIGA スクール（小･中学生にタブレットパソコン配布）の課題。 
(3) ネットワーク社会への課題に対する教育の必要性。 

３ 働き方の変革について 

(1) 市役所のテレワークの実績分析と今後の進め方。 
(2) 市役所のサテライトオフィスの考え方。 
(3) テレワークを活かした三田市の企業誘致。 



２１番 國永 紀子 ＜一問一答＞ 

１ コロナ禍関連についての支援策について 

(1) 市内業者への引き続く支援について 

(ｱ) 新型コロナウイルス感染症対策として行っている三田市小規模事業者応援助成金以 

外にも適用する方法は考えられないのか見解を問う。 

(ｲ）コロナ第 2波も予測される中、支援策を引き続き行うことについての見解を問う。 

(ｳ) 休業要請の対象外となった人と接する事業者（理美容、整体関連など）に対して、 

感染予防も含めた支援をすることについて。 

(2) 農業者への減収支援について 

(ｱ) 酒米（山田錦）への減収支援策について。 

(ｲ) 肥育牛農家への減収支援について。 

(ｳ) 学校給食に三田牛を取り入れることについて。 

２  三田市地域防災計画及び避難所運営マニュアルの見直しについて 

(1) 三田市地域防災計画及び避難所運営マニュアルの見直しをすることの見解を問う。 

３ 精神障害者への交通費助成について 

(1) 精神障害者に対して交通費を助成することの考え方について伺う。 

１９番 松岡 信生 ＜一問一答＞ 

１ フラワータウンの再生及び活性化について 

(1) 橋梁及び歩道等の包括的な再整備の考えについて。 

(2)「人と自然の博物館」のリニュアルについて。 

(3) 起業家や子育て世代の移住に向けたビジョン策定について。 

２ 新型コロナウイルス感染対策及び「新たな日常」に関する取り組みについて 

(1) 第二次補正予算、地方創生臨時交付金の「守りから攻め」に転じる対策検討について。 

(2) 感染対策及び社会経済活動等を実現するためのガイドライン策定について。 

(3) 公共施設の市民利用の再開に際して、管理者としての責務と対応の考えについて。 

(4) 部活動を総括する場の創出について。 

１４番 田中 一良 ＜一問一答＞ 

１ 新型コロナウイルス感染症の非常事態宣言の発出による在宅勤務について 

(1) 非常事態宣言発出後の職員にどのような業務を指示したのか。また、その成果をどの

ように精査したのか伺う。  

(2) 今後第 2 波、第 3 波が予想されるが、在宅勤務制度をどのように発展させるのか伺う。 

２ 文部科学省が打ち出した GIGA スクール構想について 

(1) 三田市は GIGA スクール構想で、新たな社会として、サイバー空間（仮想空間）とフィ 

ジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の 

解決を両立する人間中心の社会（Society 5.0）が身近なものとなっていくなか、三田市 

ではその時代を生きる子どもたちをどのように導こうと考えているのか伺う。 

(2) GIGA スクール構想は、教員の指導方法・働き方にも変化をもたらすと考えるが、どの 

ように導こうとしているのか伺う。 



４番 白井 和弥 ＜一問一答＞ 

１ 三田の畜産振興について 

(1) 新型コロナウイルス感染症によってダメージを受ける畜産業への市の支援について。 

(2) 畜産クラスターに対する市の認識について。 

(3) 三田市に畜産クラスター協議会を設立することへの市の見解について。 

２ 山田ダムの洪水対策への活用について 

(1) 山田ダムを活用した洪水対策の進捗について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


